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他地域での取組事例集
（一部制度の紹介含む）
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生活インフラ 住民主体で店舗を運営

山口県山口市阿東地福地区 ほほえみの郷トイトイ
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〇内容
• 地区唯一のスーパーが撤退したことを受け、全世帯からの寄付を経てＮＰＯ法人を設立

（ＮＰＯ法人ほほえみの郷トイトイ）
• ＮＰＯ法人が日用品と食料品を販売する店舗を運営し、地域住民の交流の場づくりと買

い物の場の提供、移動販売などにより地域住民の生活を支えている。
• ＮＰＯ法人は、地域福祉事業にも着手し、介護予防・日常生活支援事業、空き家利活用、

地域食堂なども展開。

出典：内閣府「小さな拠点」づくり事例集



生活インフラ 住民主体で店舗を運営

三重県松阪市宇気郷地区 コミュニティうきさと みんなの店
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〇内容
• ＪＡの出張所、簡易郵便局が閉鎖。自治会が日用品等販売店と簡易郵便局の担い手を探

したものの見つからないため、自治会で運営することを決断。
• スーパーを経営する民間会社からの寄付金でバスを購入。そのバスを活用し買い物バス

を運行（無料）。（1人4000円程度の買い物購入があることから、スーパーを経営する会
社よりバス運行経費（人件費、燃料代等）を負担することが決定）

出典：内閣府「小さな拠点」づくり事例集



生活インフラ ボランティアによる足の確保

千葉県香取市 ＮＰＯ法人未来ぴかぴかピカップ
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〇内容
• ピッカー（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ）が地区ごとに設定した人数になったら、お年寄りに無償で

タスキを配布
• お年寄りは出かける際にそのタスキをつける。
• ピッカーは、タスキをつけてお年寄りを見かけたら、自動車を安全に止め声をかける
• 行き先を確認し、安全に送ってあげる（完全無償）

出典：ＮＰＯ法人ぴかぴかピカップＨＰ



〇背景
岡山県高梁市の宇治地域では高齢化や人口減少が進み、地域行事を続けるにも
負担の声が上がるようになってきた。

〇内容
（1）全員アンケート
宇治地域まちづくり推進協議会が、家長だけでなく、中学生以上の住民全員に
アンケートを実施し、地域運営の在り方を様々な観点で問い、その結果をみん
なで共有。
（2）円卓会議の開催
多世代混在の円卓会議「宇治の明日を考える会」を発足。事業仕分け等何度も
話し合いを重ね、自分ごととして地域の方向性を考えた。
（3）総会での地域の方向性の共有
地域を存続させるために必要なこと(行事を少しずつ減らしてでも、事業(生活・
稼ぎ・移住受け入れなど)をすすめること)を、その円卓会議で自ら決定し、地域
総会で発表・承認され、地域づくりの柱の検討、アクションプランを策定。
→ここで一部行事は２年に１回に変更等を行った。

地域の活動、役員 地域行事の棚おろし、見直し

岡山県高梁市 行事仕分け
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出典：NPO法人みんなの集落研究所HP



地域の活動、役員 地域行事の棚おろし、見直し

ー 地域の行事・会議・組織を棚卸しする方法
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〇目的
時間がどのように使われているかを把握する

〇内容
・地域にどんな組織・団体があり、それぞれがいつ、どのような行事・活動や会
議を行っているかを一覧にまとめる



地域の活動、役員 他地区との共同実施

椎葉村 三地区合同神楽
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〇背景
人口減少により、松尾地区内の水越、畑、栗の尾の３集落で継承してきた神楽は、
担い手不足により存続が危ぶまれていた。

〇内容
地区の青年会、婦人会、老人会
が地域活性化をテーマに協議を
行い、夜神楽祭りの復活に取り
組み、地区内の３神楽を一堂に
鑑賞できる催しを開いた。

→復活を機に青年会などが３神
楽の練習に参加するように。後
継者としての意欲もでてきた。

出典：2017年12月3日 宮崎日日新聞



地域の活動、役員 外部人材の活用

新潟県糸魚川市 集落支援員を活用した地域づくり
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〇集落支援員とは？
集落支援員は、中山間地域の高齢化が進む集落の機能や活力を維持し、集落の活
性化を支援するために活動する市の非常勤職員。
※総務省の外部人材活用制度の一つである「集落支援員」制度を活用した取組。
〇活動内容
集落支援員は、市内の中山間地域で降積雪量が多く、高齢化が進んでいる地区に
配置。（平成31年時点で11名）
集落機能や活力の維持、活性化を目指し各担当地区の課題や要望に対応して、次
のような活動を行っている。
【交流の促進】高齢者サロン立ち上げ・運営支援
【交流の促進】各種団体間の交流仲介（根知地区と小谷村の交流）
【集落の活動・運営支援】地域づくりワークショップへの参加・助言
【集落の活動・運営支援】集落と地域包括支援センターとの橋渡し
【地区情報の発信支援】ブログでの情報発信、地区内情報紙の発行支援



地域の活動、役員 外部人材の活用

宮崎県 中山間盛り上げ隊
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〇中山間盛り上げ隊とは？
「中山間盛り上げ隊」は、市町村や集落などからの依頼に応じて、集落などで単
独で行うことが困難となった各種作業などの支援活動を行うボランティア。

※宮崎県の取り組み。
〇活動内容
市町村や集落などからの依頼に応じて、次のような活動を行う。
・集落道の草刈りや用水路の清掃など、集落の環境保全活動
・地元のお祭りや行事の準備・運営補助
・神楽など伝統芸能のサポート
・集落で管理する花壇の植栽、農業体験田の田植・収穫など

出典：中山間盛り上げ隊事務局（中部・南部地区）作成
「中山間盛り上げ隊新聞 中部・南部版 第1号」

〇事例１：日南市鵜戸地区「手
洗川草払い・花壇の整地作業」

〇事例２：高千穂町押方五ヶ村
東地区「町道の草刈り、側溝の
清掃等のお手伝い」など



地域の活動、役員 外部人材の活用

石川県 留学生等いしかわ魅力発信モニターツアー
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〇背景
外国人住民は、支援の対象者として様々なサポートが必要な面もある一方で、

主体的に地域活動に参画することで、外国人としての視点を活かして地域の活性
化に貢献する可能性も秘めている。石川県では、県人口当たりの留学生の割合が
全国上位であることを活かし、外国人特有の視点を観光振興に活かすべく、2015 
年度より本事業を開始した。

〇内容
県内の大学に通う留学生やＪＥＴ参加者を対

象に、金沢・加賀・能登の観光地を散策し、その
魅力について話し合い、石川県への理解を深めて
もらった上で、見聞・体験したことをＳＮＳ等を
通じて母国の家族や友人、知人等に広く発信して
もらう取組。

→2015 年度には情報発信した相手のうち 19 か国
から 96 人が来県した。

出典：総務省 多文化共生事例集



高齢化・人口減少 住民主体での見守り活動

日向市東郷町 住民同士で安全確認－黄色い旗運動
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〇背景
日向市東郷町における６５歳以上の高齢者は１,７３７人で、高齢化率は約３

８％と高齢化が進んでいた（２０１３年時点）。東郷まちづくり協議会が「運動
により高齢者の孤独死などの防止につながれば」と運動の効果に期待を寄せてス
タート。

〇内容
高齢者見守り活動の一環で、町
内の各家屋前に毎日旗を立てる
ことにより、住民同士で安全を
確認し合う試み。高齢者宅に限
らず全世帯で行うことで、町全
体の地域安全、コミュニケー
ション向上を図る。
住民は毎朝、軒先に旗を掲げ、
夕方にしまうことで家の安全を
周囲に示す。

出典：2013年1月10日 夕刊デイリーWEB HP



高齢化・人口減少 高齢者の居場所づくり

高原町 ゆるい見守りで元気に！”ちゃのんば”
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〇背景
自殺予防の為の、「一日３０人と話そう」という活動の延長として、お茶を飲み
ながら話をしようと、生まれたもの。

〇内容
ＮＰＯ法人たかはるハートムが町からの委
託を受けて、主に高齢者を対象にした見守
り事業として、町内の１５か所の地区で、
月に、１，２回、決められた日に、自由に
訪れて、お茶を飲みながらくつろげる場と
して、公民館を解放している。平成２４年
に本格始動。

→７０歳以上の高齢者は、平成２４年から
の自殺者は、一人もいない。（平成２７年
時点）

出典：２０１６年１１月２４日 テレビ宮崎HP



高齢化・人口減少 高齢者の居場所づくり

五ヶ瀬町 結ネットたんぽぽ
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〇背景
高齢者の居場所づくりのため、五ヶ瀬町の主婦や農家ら１１
人が市民団体を設立。その後、高齢者の困りごとの解決に向
けた支援を開始した。活動拡大や資金面の安定のためにNPO
法人化している。

〇内容
【居場所活動】
子どもから高齢者まで誰もが気楽に立ち寄り、自由な時間

を過ごせる場所を提供。
【見守り活動】
ひとり暮らしや高齢者世帯等を電話や訪問で見守る活動。

【助け合い活動】
有償ボランティアによる助け合いを広げる活動。

【あいであ広場】
大人と中高生が町の将来について、考え、意見交換し、行

動に移すことができる場として月１回開催。
出典：結ネットたんぽぽHP

出典：2018年9月29日宮崎日日新聞



高齢化・人口減少 高齢者の居場所づくり

新富町 空き家を活用した居場所づくり
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〇背景
新富町新田・麓地区の住民ら有志が、話し相手がおらず、孤独感を抱えている

高齢者らが地域にいることを解消しようと企画。地域の助け合いの心を育み、笑
顔が絶えない楽しい場所を目指す。

〇内容
空き家を活用して地域の高齢者らが気軽に集う
ことができる「居場所」づくりを進めている。
運営は地域住民が主体となり、いつでも鍵を開
けることができるような仕組みにする。
〇取り組みのながれ
• 住民が、社会福祉協議会の生活支援コーディ

ネーターの呼び掛けによるまちづくり勉強会
に参加。

• その中で、孤独を感じている地域の高齢者ら
が立ち寄れる場所をつくることが提案される。

• メンバーの一人が、使っていない空き家の提
供を申し出。

出典：2019年3月29日南日本新聞 HP



高齢化・人口減少 高齢者と子供との交流

鹿児島県姶良市 勉強も食事も一緒に 高齢者が子ども見守り活動
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〇背景
地元の高齢者でつくる白金原輝会は重富小学校付近で登下校の見守り活動をし

ている。夏休みも元気に過ごしてほしいと、学習会・食堂を企画。

〇内容
夏休みの１３日間、公民館で学習会・食
堂を開き勉強を見守る。
児童は午前中、勉強や読書など思い思い
に過ごし、休憩時間には輝会のメンバー
と歌やクイズを楽しむ。
昼食は県や民間の助成、寄付で材料費を
まかなう。

→児童５０人のほか、ボランティアら２
２人が参加（高齢者に限らず参加可）。 出典：2018年8月7日南日本新聞 HP



〇内容
●放課後児童クラブとして活用
• 学校内に放課後学童クラブを設けることで異なる学年の児童交流の場となって

いる
●子育て支援施設として活用
• 子育て中の保護者の育児相談の場や地域活動への参加等の教育効果も見込んで

いる
●高齢者福祉施設として活用
• 老人福祉施設を学校内に設けることにより、児童と高齢者とのふれあいの場が

提供されるだけでなく、福祉関係機関と連携し、地域福祉の拠点としても活用

高齢化・人口減少 高齢者と子供との交流

愛媛県松山市 空き教室を活用し地域の世代間交流拠点等に
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出典：経済産業省HP
活用しよう！余裕教室－余裕教室活用事例より



農業 希望者に農地を貸出し

兵庫県宍粟市 農地と空き家セットに
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〇背景
市内の空き家の増加と共に遊休農地も増加する一方、近年は移住希望者が増え、

家庭菜園程度の農地を求める人が増加してきたというニーズがあった。

〇内容
宍粟市と農業委員会は、農地取得者は農地を 30 アール又は 10 アール以上経

営することが求められているところ、空き家バンクに登録された空き家とセッ
トの農地に限り、1 アールから経営できるようにしている。
農地付き物件をバンクに登録したい所有者は、空き家担当課と農業委員会に

それぞれ申請。農業委員会は現地調査で指定可能な農地かどうか確認し、総会
での議決を経て下限面積1アール区域として地番ごとに指定する。

→2018年11月末までに23件の農地付き物件がバンクに登録され、14件が制度を
活用して成約。計31筆（1.06ヘクタール）の活用につながっている。



農業 地区で農地の共同管理

山口県美祢市信
大・秀十地区

複数の担い手に分散していた農地を集積・集約
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〇背景
従来は個人の担い手が分散経営していたが、高齢化が進展する中、このままで

は地域の農地を将来に渡って守れないとの危機感を持っていた。

〇内容
• 担い手が主体的に、自ら地主の説得や制度説明、

農地の利用調整に当たるなど、地元に密着した
話合いを重ね、集落全体を一つの法人経営体
（（農）嘉万の里）に集約した。

• 農地集約は全て農地中間管理事業を活用
• 法人経営への移行と同時に大豆の作付面積を拡

大（従来0.3ha→法人化後11.5ha）
• 大豆作付農地の団地化や、近隣法人との大豆用

機械の共同利用に取り組むなど、コスト低減に
も努めている。

出典：農林水産省HP



農業 ジビエ料理の開発

和歌山県東牟婁郡
古座川町

厄介者を地域の宝に！マイナスからプラスへ
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〇背景
古座川町では野生動物による農作物被害等が年々増加している為、シカ、イノ

シシを捕獲・駆除していたが、そのほとんど廃棄処分されていた。ジビエを地域
振興の起爆剤にするために古座川ジビエ振興協議会を設立。個人会員50名と団体
会員で構成。

〇内容
• 狩猟者を対象に「捕獲個体受入講習会」を開催

しジビエハンターを育成
• ミンチ肉を活用しパティに鹿肉ミンチ72％を使

用した「里山のジビエバーガー」を地元企業と
共同開発。

• 食を通じて地域を知って頂くために、バーガー
購入者に抽選で古座川町へ招待。狩猟体験やジ
ビエバーバーベキュー、ナイトサファリツアー
等を実施。

• 学校給食に鹿肉を導入
→捕獲従事者の費用負担軽減や捕獲意欲の向上が図
られ、農作物被害の軽減効果があった。 出典：ジビエ利活用の取組事例集 農林水産省



農業 耕作放棄地の活用

長崎県諫早市 放牧による耕作放棄地解消
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〇背景
鳥獣被害による収穫量の減少に加え、農業者の高齢化と後継者不足により、耕

作放棄地が増加していた。

〇内容
• 畜産農家が主体となり、耕作放棄地に繁殖雌牛

等を放牧し、繁茂している雑草を食べさせて農
地として再生。その後、牧草を播種し、放牧地
として管理している。

• 畜産農家は耕作放棄地を借りて年々放牧面積を
拡大している。現在は8.2haにおいて実施（平成
２８年時点）。

→
• 繁殖雌牛が強健になり毎年子牛を産むようにな

り繁殖成績が向上
• 子牛の疾病が減少
• 放牧地の牧草を飼料にし、飼料代が削減
• 水の補給以外は手間もかからず、省力化。

出典：農林水産省HP



農業 耕作放棄地の活用

鳥取市鹿野町 耕作放棄地を果樹の里に！
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〇背景
小鷲河地区では、耕作放棄地が多く存在していた。2014年に、一気に約4ヘク

タールの耕作放棄地が生まれる可能性があったのを機に、行政と住民が話し合い、
これまで守ってきた農地を雑草だらけにするのではなく、みんなで協力して、果
樹の里山へ転換しようと決めた。

〇内容
NPO法人「いんしゅう鹿野まちづくり協議会」が

耕作放棄地に果樹を植え里山へと転換させる取り組
み。農村集落活性化支援事業の補助金を申請し、
2015年に採択を受けて、現在4年目。
• 耕作放棄地の除草
• 植栽基盤の畝作り
• 果樹の植苗（3年半で、計3ヘクタールにイチジ

ク、栗、柿を中心に、約700本）
• 防除（害虫対策）や苗植え後の肥料散布、農道

の舗装
• イチジクを使った地ビールづくり

出典：マイナビ農業HP



農業 子供の農業体験

川南町
農業委員会が荒廃農地の解消に取り組み、小学生の農業体験と
食育にも繋がる

24

〇概要
農業者からの相談を契機に「川南町農地活性化プロジェクト」を立ち上げ、農

業委員会が主体となって荒廃農地の再生利用を開始。教育委員会と連携した食育
や加工品にも取り組む。

〇取組効果
• 川南町農業委員会が主体となった農地再生のための取組が契機となり、教育委

員会と連携した食育が加わり、加工品販売まで広がるなど、まち全体を巻き込
んだ地域振興につながった。

• 町内の荒廃農地の再生利用が進んだことはもちろん、放課後の子ども教室の活
動に寄与し、農業体験を通じて農業の楽しさや食の大切さを伝えることが出来
た。

〇活用した事業
• 耕作放棄地再生利用緊急対策交付金を活用

(農林水産省所管事業、再生作業)

出典：九州農政局HP 宮崎の優良事例集



その他産業 廃校・廃園を活用した仕事の創出

愛媛県宇和島市御槇地区（人
口357人、高齢化率57％）

廃園になった保育園を農家レストラン（みまき
ガーデン）
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〇内容
• 人口減少・高齢化を踏まえ、ワークショップを

実施し、地区の活性化計画を作る。その中で、
特に地区として取り組みたいこととして、「旧
保育園を使って配食サービスをしたい」「お米
をブランド化したい」という２つの取組が挙が
る。

• 配食サービスを実現するため協議会を立ち上げ、
旧保育園の改修資金を総務省の事業を活用し実
施。

• 配食サービスに興味のある有志で先進事例を視
察に行き、配食だけでは収入が少なく継続でき
ない可能性が高いこと、ランチバイキングや仕
出し、宿泊等により収入をあげる努力が必要な
ことを実感。

• 平成26年4月に旧保育園を活用した農家レスト
ラン兼宿泊施設「みまきガーデン」をオープン。
配食サービスも開始。 出典：平成28年度ネットワークで明日に繋ぐ！「宮崎ひな

た生活圏」モデル事業（椎葉村）報告書

図 みまきガーデンオープン式典



その他産業 移住者の仕事の創出

長野県信濃町 移住者が地域の魅力をSNSなどで発信
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〇目的
移住者に地域の魅力をSNSなどで発信してもらい、生の声を広くPRする
〇内容
• 移住者の視点で地域の活動や暮らしを積極的に情報発信する。
• ライター講座も開講し作文スキルを磨くことで、より効果的な情報発信を行う。

→子育て中の母親等が移住者ライターとして活躍

出典：信濃町移住HP（ありえない、いなかまち。）



その他産業 サテライトオフィス

新富町 企業が推進するサテライトオフィスの初の地方拠点を設置
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〇目的
移住者と地域の触れ合いから、新たな事業が生み出されることを期待し、移住

者・移住希望者・地域で新しいことにチャレンジする人たちの相談・交流拠点づ
くりを支援する。
〇内容
• ユニリーバ・ジャパン（企業）が働く時間や場所を社員が自由に選べる新しい

働き方を推奨する活動を支援するため、空き店舗をリノベーションしてできた
場所をメンバーに開放する

• メンバーなら誰でも、いつでも、何度でも「移住交流促進ラボ」をオンライン
会議やリモートワークの拠点に活用できる

出典：こゆ財団HP



その他産業 一般向けに後継者を募集

宮崎県 後継者人材バンク
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〇概要
• ゼロからの起業ではないため、少ない

資金とリスクで創業することができる。
Uターン・Iターンで経営者になることも
可能。

• 顧客や仕入先、店舗等の経営資源のほ
か、知名度やノウハウなど目に見えな
い資産を受け継いで、事業に精通した
事業主のアドバイスを受けながら起業
することができる。

出典：宮崎県事業引継ぎ支援センターHP



〇目的
山の暮らしや山の仕事に興味がある人向けに移住体験ツアーを実施し、地域を

知ってもらう
〇内容
・宮崎の林業をPRするため、移住体験ツアーを開催。
・林業従事者との交流や、地域の魅力と触れあえる内容となっている。

子ども、子育て、
結婚

移住体験ツアー

五ヶ瀬町 おためし林業体験の宿泊ツアーを開催
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出典：五ヶ瀬町HP



〇概要
少子化対策の一環として婚活パーティーを開催する

〇内容
・婚活イベント業者（縁活みやざき）と町が連携し、婚活ツアーを定期的に開催。
・県内外の女性を地元の食材を使った料理でおもてなし。

子ども、子育て、
結婚

婚活イベント

川南町 地元男性と県外等の女性の婚活イベントの開催
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出典：縁活みやざきHP



〇概要
山村留学とは、親元を離れて地区の一般家庭に下宿し、そこから銀上小学校・

銀鏡中学校に通学する制度。今までに、270人ほどの山村留学生を迎えている。

子ども、子育て、
結婚

農村留学

西都市（奥日向銀上

山村留学実行委員
会）

西都銀上学園 一体型小中一貫校での山村留学生の受け入れ
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出典：奥日向銀上山村留学実行委員会HP

〇内容
• 一年間親元を離れ、自然豊かな農山村で、里

親の家から学校に登校。さまざまな自然体験
を積みながら、たくましい体と豊かな心を育
て、我慢強さや自立の精神を養うことができ
る。

• 期間は四月から一年間。
• 今年度は、県内外から１６名（小学生６名、

中学生１０名）を受け入れ。
• 一日体験留学も実施（毎年１１月に開催）



〇内容
• 中学生を対象に、これまでの人口推

移や将来の予測などについて説明を
行ったのち、「私が町長になったら
○○な町にするため○○を行いま
す！」というテーマで、まちづくり
に対するアイディアを考えてもらう
ワークショップを開催。

子ども、子育て、
結婚

子どもに地域の未来を考えてもらう取組

三重県川越町
（1.5万人）

中学生ワークショップ

32

出典：三重県川越町ＨＰ



〇内容
• 小学生以上を対象に、「習い事」や「教室」ではなく、子どもたちが創ってみ
たいモノ・挑戦してみたいコトを「好き」を仕事にしている大人たちがサ
ポートし、一緒になって実現する活動を行う場所を提供している。

• 「柏こどもまちづくり会議 #1」は、30年後の地域をどんな素敵なまちにしたい
か、どんな未来を描きたいかを子どもと考えるワークショップを開催している。

（例）
• 大きな大きな模型にして表現しよう！というワークショップ

子ども、子育て、
結婚

子どもに地域の未来を考えてもらう取組

千葉県柏市 柏こどもまちづくり会議
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出典：Vivi stop 柏こどもまちづくり会議HP



〇背景
安芸高田市には神楽、田楽など多くの伝統文化が根付いているが、多くの地域

は後継者が不足している。これらの伝統文化は地域で守るという風土が根強く、
外国人にも継承するという発想がなかったが、伝統を守る集団のなかに外国人が
入り、同国人や母国への情報発信がなされると、話題性とともに近隣や外国人観
光客の増加を期待することができると考えた。

〇内容
外国人市民との文化交流を活性化して、地域の魅力を発信できる人材を育成し、

観光地としての魅力の発信につなげる。
1）外国人が居住する地域の伝統文化を継承する組織に協力依頼
2）外国人市民に継承組織への加入を啓発
3）伝統芸能の研修、実践活動の補助（通訳などのボランティア支援）

伝統文化 よそ者や外国人を後継者へ

広島県安芸高田市 外国人の地域文化継承者を現状より増やす
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出典：第2次安芸高田市多文化共生プラン


